
平成 25 年 3 月 
運輸安全委員会 

 
カナダ航空局に対する安全勧告に関するフォローアップについて 

 
 
 運輸安全委員会は、平成 21 年 3 月 25 日に種子島上空の北北西約 6km 付近上空高度約

3,800ft で発生した日本エアコミューター所属ボンバルディア式 DHC-8-402 型機の重大イ

ンシデント調査において、平成 22 年 8 月 27 日に重大インシデント調査報告書の公表とと

もにカナダ航空局に対して安全勧告を行ったところですが、今般、安全勧告に対する措置状

況について通知がありました。概要は以下のとおりです。 
 
 
１．安全勧告 
(1) エンジンのＲＧＢヘリカル・インプット・ギアシャフトの製造時における不純物の混入により本重

大インシデントが発生したことを踏まえ、Ｐ＆ＷＣ社は、ＲＧＢヘリカル・インプット・ギアシャ

フトの製造について、部材供給者及び部品製造者を含む全社的な品質管理の改善を図る必要がある。 

(2) Ｐ＆ＷＣ社はリスクの重大度をＩＦＳＤが発生したことのみを評価し、Significant－Level３とし

ているが、本重大インシデントでは、ＩＦＳＤに加え、停止エンジン側のプロペラのフェザリング・

システムの全機能が不作動となった。本重大インシデントのリスク評価は、ＩＦＳＤを発生したエ

ンジン単体ではなく、航空機全体の安全性から再評価する必要があり、その結果により、必要があ

れば、安全上の措置を講じるべきである。 

 

２．カナダ航空局が講じた措置（要約） 

(1) 検討した結果、不純物の混入を最小化するための調達の手続きは既に強化されており、カナダ航空

局としては、再発のリスクを軽減した新しい手続きに満足しているため、現時点においてこれ以上

の対策は考えていない。 

(2) ・カナダ航空局は、プロペラのフェザリング・システムの不作動による運航安全への影響について、

航空機製造者から提出されたリスク評価及びプロペラ製造者からの関連情報をもとにレビューを

実施した。 

・同型式機のプロペラはカウンターウエイトを内蔵しており、ピッチを変更するための油圧が抜け

た場合、プロペラは自動的に高ピッチ方向に移行する。航空機の操縦性に及ぼす影響は僅かであ

り、風車抗力は危険なものではない。 

・また、フェザリング・システムのポンプが故障した場合、フル・フェザ位置までピッチを変える

ことはできないものの、フル・フェザになる場合に比べ、抗力の差は０．５％程度と僅かである。

航空機製造者は飛行機運用規程を改訂し、その旨追記した。また、プロペラ製造者は、補助フェ

ザリングポンプが故障した場合、運航の安全への影響は僅かである旨を使用者に周知した。 

・フェザリング・システムが不作動であっても不安全事象にはならないことから、現時点において

是正措置は必要ないと考えている。 










